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（１）２００８年度事業報告                      

◆総括 
名古屋 NGOセンター憲章（ステファニ憲章）
は、私たちがめざす社会を「平和」「人権」「参

加」「調和」「地球規模の視点」という 5つのキ
ーワードで表明しており、その実現にむけて名

古屋 NGO センターが果たす役割と行動規範を
定めています。2006年度からは、重点目標とし
て「人がつながり動き出すネットワークをめざ

して～加盟団体相互の多様な分かち合いと協働

の醸成～」を掲げ、活動してきました。 
活動開始から満 20年を迎えた 2008年度、セ
ンターが掲げる理念や行動規範に従って活動で

きたか、目標はどの程度達成できたかについて、

主な活動を通して振り返ってみたいと思います。 
まず、センターの最も重要な役割として、

NGOネットワークの構築と強化、および NGO
に対するサポートという側面があります。この

点に関して、従来からの「NGOサポート事業」
に加え、自主的な形で NGO 交流会、勉強会と
いう新しい活動が始まったことは、ネットワー

ク強化にとって大変勇気づけられる動きです。

また、2008年夏、ペシャワール会の伊藤和也さ
んがアフガニスタンで殺害された事件は NGO
関係者に大きな衝撃を与えました。この事件に

際して名古屋 NGO センターは声明を発出する
とともに、「ペシャワール会名古屋」に協力する

形で、マスコミ、一般市民へのアピールに多少

なりとも貢献できたと思います。他方、新規に

開始されたNGO支援としては「東海地域 NGO
活動助成金」があります。真如苑からの寄付を

もとにスタートしたこの事業は、資金調達に苦

労している中小の NGO にとって朗報となりま
した。このような助成金システムの構築は、今

後も重要な課題として取り組んでいきます。 
地域に根ざした活動という観点からは、愛知

県の委託事業として「企業と NGO の協働」に
関する調査を行い、県が主催した国際協力セミ

ナー、マッチング展の企画に関与できたことは、

NGOセンターが地域において果たすもう一つ 
 

の役割を再認識させました。すなわち、行政や

企業と連携しつつ、これらのセクターと NGO
をつなぐパイプ役です。企業は NGO に何を求
めているか、双方にとってメリットとなる事業

とは何か、といった点で NGO側に「宿題」が
課せられた面もありますが、すでに一部の団体

は NGO センターを通じて企業や経営者団体と
の協働事業を実現させつつあり、一定の成果が

得られたと評価できます。 
その他の 2008 年度のセンター事業、行政や

JICA との協働事業などについては、次頁以降
の事業報告の通りです。「ネットワーキング」「コ

ンサルティング」といった、センターの重要な

活動の柱に関しては、サポートを受けた団体か

らは概ね好評を得ていますが、事務局のキャパ

シティとの関係で、全てのニーズに応えられな

いという現実もあります。そのため加盟団体の

ノウハウや経験の蓄積を「共有財産化」してい

くこと、必要な経費と時間を十分確保すること

が、これからの課題です。 
組織運営面では、処理案件の量が年々増える

中、理事会や常任理事会の人員がやや足りない

という現状があり、この点での増強が望まれま

す。財務状況では、世界経済の急速な悪化は

NGOの運営にも大きな影響をあたえています。
「名古屋NGOセンター20周年募金キャンペー
ン」も、実施時期のタイミングの悪さもあって

目標額には遠く及ばない結果となってしまいま

したが、ご協力いただいた多くの皆様に心より

感謝申し上げたいと思います。 
なお NGO センターの様々な課題を踏まえて、 

2008 年度を通して多くの加盟団体や個人会員
の参加を得て「中期計画」が策定されたことを

ご報告申し上げます。詳細は事業計画の中に記

されていますので、ぜひご覧ください。2009
年度はその実現へむけた最初の年となります。 
最後に、今期をもって役員を退任されます方に、

心からの感謝の気持ちを表したいと思います。
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１．ネットワーキング  

NGO間、あるいは、NGOと人びと、行政などの他セクターをつなぐネットワークを作る活動

1－1 NGO サポート事業                              

 
● 実施概要：

NGOサポート事業を立ち上げて2年目。2007年

度にサポートを受けたNGOを中心にアンケート

調査を行い、サポート内容および方法を再検討し

ました。具体的には、「目標設定シート」を新た

に設け、申込み団体のスタッフとサポーターが共

通の目標を理解できるよう、最初の段階でしっか

りと目標を設定するよう心がけました。 

7月15日と9月30日の二回に分けて案件を公募

し、前年度からの継続案件（2）、7月と9月の公募

申込み案件（5）、公募の〆切り後に応募のあった

案件（1）を合わせ、8つの案件に取り組みました。 

教材開発の分野では国際理解・開発教育委員

会との連携を深めて実施しました。会計や IT・

web など各分野に詳しく経験のある方の力を借

りて実施し、専門家の派遣が必要な案件は、

JICA による組織強化のためのアドバイザー派

遣制度を利用して実施しました。 

なお、(財)日本国際協力システム(JICS)の

NGO 支援事業の対象事業として助成して頂き

ました。 

 申込み団体と実施内容は以下のとおりです。 

●評価と課題： 

 目標設定をしっかりと行うことができた案件

については、スムーズにサポートを実施するこ

とができました。一方、最初の段階で目標設定

があいまいだった案件については、具体的な取

り組みを行う段階で、双方に疑問が生じたケー

スがありましたが、途中で修正しながらすすめ

ることができました。 

組織運営や IT・web など、各分野に精通した

サポーターが少なく、人材の確保が必要です。 

また、公募時期を定めず、随時実施してもよ

いのではないかという声を頂きました。

 団体名 対象分野 実施内容 

① 日本国際飢餓対策機構 教材開発 

『まんがで学ぶ開発教育・世界と地球の困った現実』のマンガ本

のワークショップブック版を開発するために、第 1章～第 8章・

美しい村までのワークショップのアイデアを出し合い、年度内に

アイデア集としてまとめる。 

② バンサの会 助成金申請 
財団法人愛知県国際交流協会（以下、AIA）が支給する助成金に

応募するための申請書作り、報告書作り。 

③ （特）ボラみみより情報局 
設立・組織運

営 

「新規会員獲得チーム」を新たに創り、「自主的に動くチーム」

のモデルにする。チームづくりの過程で、ボランティア・リーダ

ーを育てる。 

④ 
（特）ホープ･インターナショ

ナル開発機構 

経理・会計・

労務 

団体内部および外部に対する海外プロジェクト資金管理・報告を

スムーズにするために、経理会計システムの見直しを行う。 

⑤ 
（特）地域国際活動研究センタ

ー 
資金調達 

NGO の海外事業（東ティモールの農村開発）における資金調達方

法の開拓。 

⑥ 
（特）チェルノブイリ救援・中

部 

経理・会計・

労務 
弥生会計の操作方法、決算書の作り方など。 

⑦ 外国人県民を支援する会 
設立・組織運

営 

今後会の活動を継続するため会の運営、人材育成・運営メンバー

の確保についてアドバイスをいただきたい。 

⑧ 
世界の子どもたちを貧困から

守る会 
ＩＴ・ｗｅｂ ホームページの立ち上げから、諸手続きまで。 
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1－2 ワールド・コラボ・フェスタ                            
 

●実施概要：2008年度から主催者として、実行委

員会の構成団体の一つに加わり、清家弘久理事が

実行委員として意思決定に参画しました。毎月1

～2回実施される企画会議へ職員が出席し、フェ

スタ全体の企画・運営について議論しました。 

二日間の総来場者は64,000人（オアシス50,250

名、もちの木ひろばの来場者は13,750名）。各企

画の参加団体数は、ワールドステージ出演団体（31）、

コラボ広場出展団体（16）、NGOブース出展団体（54）、

ワールドカフェ出展団体（5）でした。 

名古屋 NGO センターの担当した企画は、もち

の木ひろば「コラボ・ワクワク体験村」、オア

シス 21 銀河の広場のワールドステージ「市民が

すすめる国際協力」、セミナースペース「NGO

プチ入門講座」、オアシスコラボひろば「名古

屋 NGO センターブース」の 4つです。以下の表

をご覧下さい。 

コラボ・ワクワク体験村では、企画づくりの

プロセスに市民が参加できるしくみを取り入れ、

世界の現状と課題を来場者に伝えられるよう、

コラボ･ワクワク体験村の企画を練り上げるワ

ークショップを開催しました。もちの木広場の

ブース出店団体とボランティアに参加を呼びか

け、NGO12 団体、ボランティア 7 名の参加があ

りました。 

●評価と課題：これまで行政機関だけで構成さ

れていた実行委員会へ、市民に有益となるワー

ルド・コラボ・フェスタとするために NGO と

しての意見を伝え、意思決定に参加しましたが、

はじめてということもあり実行委員会内での合

意形成に苦労しました。もちの木ひろばについ

ては、雨天ということもあり、来場者が少なく、

来場者を増やすための更なる工夫と PR が必要

です。また、すべての人件費を持ち出しており、

その持ち出しに見合った成果をどう実現するか、

課題が残りました。
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1－3 NGO スタディツアー合同説明会                         

 

● 実施概要 
日時：6月1日（日）15時～17時、会場：なごやボ
ランティア・NPOセンター第一研修室 参加者：
37名、出展団体：9団体 

2006年度、2007年度となごやボランティア・
NPOセンターとの共催事業でしたが、今年度より
名古屋NGOセンター単独の実施となりました。  
● 評価と課題 
終了後のアンケートによれば、参加者の内訳で

多かったのは、学生56％、会社員24％、無職9％

でした。これまでにNGO活動に参加した経験があ
りますか？という問いでは、「はい」が15％、「い
いえ」が80％。また、説明会に参加した動機とし
ては、「今年の夏のツアーに参加を希望している

から」が47％でした。ツアーへの参加を決めたと
いう参加者が多く見受けられた一方、NGOの情報
を得たいという動機で参加した参加者も多くあ

りました。このような参加者層を念頭に入れた上

で、参加の呼びかけに工夫をすることが必要でし

た。 
 

1－4 （特活）アルシュ（自立を支援する会）人材育成セミナーへの協力                       

 

●実施概要：2009年6月～7月に実施予定の「人
材育成セミナー」、（特活）アルシュ（自立を

支援する会）に協力します。2月 6日、27日に
セミナー企画のための打ち合わせを行いました。

 

 

 

 

日時 企画名（開催場所） タイトル 実施内容 来場者数 

体験村ブース 

くじ引きで当たった国のものを当てたり、その国の現状

がわかる写真を探す。世界の格差を「地球家族レストラ

ン」で体験し、世界の中の日本、そして自分をみつめる

ブース。ワクワク体験村の村民証をもらい、出展 NGO を

まわって NGOの人から話を聞き、スタンプをもらう。 

347 名 

10/25、

26 

コラボ･ワクワク体

験村 

（もちの木ひろば） 

体験ゾーン 

出展 NGOの中から希望団体を募り、ワークショップを実

施。10団体が参加。クイズ、紙芝居、ゲームなども盛り

込み、学びの場を提供した。 

96 名 

10/25 
ワールドステージ 

（銀河の広場」 

市民がすすめる国

際協力 

社会的弱者の尊厳を守る活動をしている団体や個人の

偉業を称えるステファニ･レナト賞の発表と、受賞者の

活動を紹介。ZIP・FMナビゲーター、ジェイムス･ヘイブ

ンスさんの歌とトークあり。 

130 名 

10/26  

 

セミナースペース 

（銀河の広場） 
NGO プチ入門講座 

NGO の基礎知識がわかるセミナーを実施した。N たまで

名古屋 NGO センターのインターン生が担当した。 
40 名 

多様なネットワー

クへの挑戦～名古

屋 NGO センター創

立 20周年 

名古屋 NGO センターの創立から現在までの 20 年を写真

で振り返るコーナーを設置しました。同時に加盟団体の

活動写真を展示し、地域のNGOの情報発信を行いました。 

450 名 

10/25、

26 

名古屋NGOセンター

ブース 

（オアシス 21「銀河

の広場」） 
NGO 相談員による

出張相談 

NGO って何？どんな活動をしているか知りたい、海外で

ボランティアしたい、NGO でインターンを希望・・。な

ど、来場者からの NGOに関する相談を受け付けました。 

87 名 
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1－5 「横のつながりを作る勉強会」の呼びかけと参加                   

 
●実施概要：この勉強会は、2009年 8月 30日
に開催された中期計画作成の一環として開催し

た「これからのNGOを考える集い 2008」がき
っかけとなりました。 
中期計画集会の分科会の一つ、第４分科会「な

ぜネットワークなのか？ NGO相互の関係作り
に向けて」において、もっと加盟団体に所属す

る者同士が、「お互いに学びあい、ざっくばらん

に話し合える」場を作っていきたいという声が

あがり、分科会参加者が「呼びかけ人」となり、

スタートしました。（名古屋NGOセンターも呼
びかけ人の一人。） 
2009年度は全 4回、2ヶ月に 1度のペースで開
催されました。テーマや開催日、場所はその都

度集まった参加者で決定した。のべ 36団体 50
名が参加しました。 
 また、平日昼間に行われたことにより、これ

まで多かった平日夜や土日の事業に参加しにく

い団体が集まりました。 
 

  
回 日時／場所 タイトル／内容 参加者 

9月16日（火） 若い人たちへの呼びかけ方 

第

回 

チェルノブイリ

救援・中部 

「多文化共生サークルｓｍｉｌｅ」の河村さんが話題提供者。若い人への呼び

かけが得意な団体で、その極意をお話頂いた。 

また、若い人がいなくて困っている団体と、団体でインターンをしている学生

参加者との意見交換も活発に行われた。 

9団体 

16名 

 

11月11日（火） 
「政府（JICA・行政含む）、企業との関わり方」 

 ～JICAとの距離の取り方は？企業とどう付き合っていく？～ 
第

回 名古屋NGOセンタ

ー 事務所 

「ＡＨＩ」の林さんが話題提供者。地元行政との関係、JICAとの関係、企業と

の関係、それぞれAHIの事例を紹介して頂いた。 

後半は、企業との連携について話題が集中した。 

11団体 

12名 

1月20日（火） 

１、「企業は何を求めているか」 

Ａ．チェルノブイリ救援中部(20分) 

Ｂ．企業とNGOの協働についてのアンケートの概要 (15分) 

２、各団体のプレゼンテーションと意見交換 
第

回 

COMBi 本陣 N106 

「チェルノブイリ救援中部」の河田さんが話題提供者。名港海運、ECC、カタ

ログハウスなど企業との連携についてお話頂いた。 

その後、名古屋NGOセンターが愛知県からの委託で実施中の「企業とNGOとの

協働」についてのアンケート概要について報告した。その後、3月実施の「企

業との協働セミナー」にむけてのプレゼンを4団体が行い、参加者がそれぞれ

「良かった点」と「改善した方がよい点」を挙げ、相互に学び合った。 

9団体 

14名 

3月10日（火） 

各加盟団体の詳しい団体紹介・運営方法 

「国際飢餓対策機構 愛知事務所」の場合 

質問①：資金源はほぼ100％が寄付だが、なぜそれができるのか？ 

質問②：カウンターパート（10カ国）はどう決定しているのか？ 

質問③：若いボランティアが多いがそのコーディネート方法は？ 第

回 

国際飢餓 

対策機構 

「国際飢餓対策機構 愛知事務所」の清家さん、小島さんが話題提供者。 

団体の設立経緯や方針、質問①～③に答える形でお話を頂いた。 

若いボランティアのコーディネートについては、新人職員による斬新な取り組

み（ムービーナイト）やさまざまな工夫についても紹介された。 

また、団体の基礎であるキリスト教についても「伝道が最大のミッションか？」

という質問などが集中した。 

7団体 

8名 

     ＊時間はいずれも、14：00-16：30 

  

●評価と課題：

平日昼間に開催することで、平日夜や土日の

事業に参加するメンバーとは違う顔ぶれになっ

たが、逆に平日夜や土日なら参加できるメンバ

ーが参加できないという難点があります。 

より多くの団体が参加できるような工夫が必

要です。 

また、この勉強会は「呼びかけ人」によって

スタートしましたが、一部の呼びかけ人に負担

が集中しているため、今後は負担の分散化を考

慮して進めます。 
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1－6 「地域ネットワークNGO調整会議」への参加                  

    

●実施概要：2001 年～2008 年にかけて、ネット

ワーク NGO が中心になって「ネットワーク NGO

全国会議」が 5回開催されました。第 5回目の

会議（横浜開催）で、「定期的にネットワーク

NGO が経験や情報をシェアする場が今後も必

要」という参加者の声を受けて、始まったのが

「地域ネットワーク NGO 調整会議」です。9 つ

のネットワーク NGOが集まり、結成されました。 

名古屋 NGO センターもメンバーに加わり、準

備会、第 1回会議ともに事務局職員が 1名ずつ

参加し、情報・経験の共有を行いました。 

●評価と課題：地域ネットワーク NGO 調整会議

を開催したことで、各団体の情報や経験を共有

できたことは、名古屋 NGO センターだけでなく、

全国のネットワーク NGO の力量形成に大きく貢

献しました。今後も継続して調整会議を開催し、

共通の課題を解決していくための糸口を見出し

ていくことになりました。

 

1－7 NGO入門講座                                
 
● 実施概要：7月18日（土）13：30～16：00 N
たま説明会に合わせて「NGOスタッフの仕事と

は？」と題して、行った。参加者34人。また、

10月26日（土）14：00～15：00ワールドコラ

ボフェスタ内オアシス21セミナースペースに

て「ＮＧＯプチ入門講座」と題して、講座を

行った。参加者40人。 

● 評価と課題：他の事業で市民が多数参加する

機会に講座を行い、ＮＧＯ活動の説明、地域の

NGO紹介を行い、ボランティアなど参加につなげ
る機会となった。また、２回目はＮたまインター

ン生が企画運営をし、人材育成の機会になりまし

た。 

 

1－8「連合メーデー」への協力                          

 

● 実施概要：4月 26 日（土） 

「日本ガイシスポーツプラザガイシホール

（旧：レインボーホール）」にて開催されました。

今年も、加盟 NGO を含む 11 団体が出展し、NGO

活動のアピールをしました。名古屋 NGOセンタ

ーでは、例年通り、NGO ブースの募集・配置等

のコーディネートを行いました。 

●評価と課題：天候の影響もあり、参加者が少

なかったことが残念でした。2009 年度は主催者

の開催形式変更により、「NGO 社会貢献コーナ

ー」自体が設置されません。今後どうメーデー

フェスティバルに働きかけていくかが課題です。

 

 日時/場所 内容 参加者 

7月11日 
準
備
会 

市民国際プラザ（東京） 

調整会議の開催方法、取り扱うテーマ、第1回調整会議の開

催について 

ネットワーク

NGO 8団体、10

人 

11月11日 

環境パートナーシップオフィ

ス会議室（東京） 

運営規定の確認、各団体の課題出しワークショップ、ネッ

トワークNGOのODA・JICAスキームの改善提案、ネットワー

クNGOの自己資金調達について考える 

11月12日 

第

回 

環境パートナーシップオフィ

ス（東京） 

ドナーの視点からみたネットワークNGO、会員NGOのアカウ

ンタビリティ向上、員の推薦、外務省からの単独依頼のシ

ェアのあり方について 

ネットワーク

NGO 7団体、14

人 
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1－9 「インターナショナル・チャリティ・フェスティバル（ウォーカソン）」への出展 
 
● 実施概要：5月 18 日（日） 

17 回目の開催となる名古屋ウォーカソンに昨

年に引き続き、ブース出展をしました。ウォー

カソンは名城公園で行われるチャリティウォー

クイベントで、多くの外資系企業、企業関係者

の家族、市民などが参加しています。企業や市

民に向けて地域の NGOの活動をアピールしまし

た。 

●評価と課題：参加者に気軽にブースに立ち寄

ってもらえるように短時間のアピールすること

や配布物を工夫することが課題として残りまし

た。

 

1－10 「児童労働撲滅キャンペーン in 名古屋」への協力                   

 

● 実施概要 

日時：5月17日（土）11：00～16：00、 

会場：金山総合駅連絡通路橋、 

参加団体：14団体 

NTT 労働組合（愛知県グループ連絡協議会）の

主催により、「児童労働撲滅キャンペーン in 名

古屋」が開催されました。NGO による児童労働撲

滅のための活動紹介や、NTT 労働組合が実施した

スタディツアー報告などによるステージ企画と、

NGO によるブース・パネル展示や物品販売が行わ

れました。名古屋 NGO センターは NGO のブース出

展の公募に協力しました。名古屋 NGO センター加

盟団体からは、3団体の参加がありました。 

●評価と課題 

金山総合駅を利用する市民に、活動の PR をす

ることができました。また、各ブースにつき 1人

ずつ労働組合の組合員の方を担当者としてつけ

てくださり、NGO のスタッフと組合員との交流も

できました。労働組合との連携が活動の広がりを

生みだし、今後も継続して連携を取っていきたい

と思っています。

 

1－11 「思い出のステファニさん実行委員会」への参加                  

 

● 実施概要：9月28日（土）名古屋国際センター

にて開催された「思い出のステファニさん－

没後5年を迎えて－」の実行委員会に参加しま

した。ステファニさんの思い出やその後の日

本のNGO活動、東ティモールとの交流などを振

り返り、記念した行事。来場者約70人、加盟

団体やステファニさん縁の方々があつまり、

温かい雰囲気の中終了しました。 

● 評価と課題：ステファニさんに縁のある方々

との交流の場を作ることができました。また、

準備会から当日までNたまが参加するなど次

世代にステファニさんの功績を伝えました。 

 

 

1－12 「COMBi本陣運営委員会」への参加                            

 
● 実施概要：隔月で行われる「COMBi本陣」（地
域密着型ビジネス支援施設・事務所入居施設）

の運営委員会に参加しました。本陣地域との

連携、施設運営、文化祭（11/19）等の話し合
いが行われましたが、本年は、入居団体間の

連携を深めるため、各団体の活動内容を知る 
 

 
「勉強会」が行われました。 

● 評価と課題：文化祭では、親子連れの参加者

が多いため、世界の現状を地図で分かり易く

表現したクイズを実施し、好評でした。今後

も、このような機会を利用し地域の方々への

理解を深めていきます。 
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1－13 実行委員会、会議への派遣                          

 

● 今年度、委員として派遣した実行委員会、会議等は以下の通りです。 
 
開催日 会議名 担当者 
4月 11日、12日 ネットワーク NGO全国会議 in横浜 西井理事長 
 なごや環境大学 西井理事長 
3月 19日（木） （特活）レスキューストックヤード評議委員 村山事務局次長 
 JICA 組織力アップ！NGO人材育成研修 竹内理事 
9月 21日 （特活）市民フォーラム 21・NPOセンター評議委員 坂井事務局次長 

1－14 声明・賛同・後援・協力等                                

 

● 実施日時：本年度、下記の事業へ賛同・後援・協力を行いました。 

後援 6 月 22 日 フィリピン情報センター・ナゴヤ主催 

「今、フィリピンで起こっていること～ODAと政治的殺害そしてフェアトレード～」 

後援 7 月 1 日～ 

9 月 25 日 

中部大学国際関係学部 「第 5回 国際理解短歌コンテスト」 

後援 7 月 6 日 （社）アムネスティインターナショナル日本わやグループ他、主催 

「今、アジアで起きている出来事を考える」 

協力 7 月 19 日 AMDA 社会開発機構主催 現地スタッフ帰国報告会 

後援 8 月 17 日 ペシャワール会名古屋主催「医者用水路を拓く アフガニスタン現地報告会」 

後援 4 月～3月 （特活）アジア日本相互交流センター・ICAN 主催  

子どもがつくる新しい地球のカタチ－持続可能な社会構築のための「子ども参加」 

声明 9 月 20 日 「ペシャワール会・伊藤和也さんの死に哀悼の意を表します」*40p 資料参照 

共催 10 月 1 日 ペシャワール会名古屋共催 伊藤和也さんを「送る会」 

後援 11 月 12 日

～1月28日 

多文化共生リソースセンター東海主催 

「連続セミナー 多文化共生”最前線”2008！！」 

後援 12月5日～

7日 

（特活）地域国際活動研究センター「明日の農業を体験して学ぼう！ 

－NGO スタッフのための研修会－」 

後援 12 月 21 日 （特活）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催「南アフリカ報告会」 

賛同 1月13日～

2月 28 日 

（特活）パレスチナ子どものキャンペーン他、呼びかけ 

「ガザ封鎖解除を求める署名」 

後援 2 月 8 日 （特活）パレスチナ子どものキャンペーン主催 

「パレスチナ・ガザ地区の現状報告会 ガザの子どもたちを守ろう」 

後援 2 月 21 日 （特活）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催 

「緊急報告会－パレスチナ・ガザ地区を生きる人々」 

後援 3 月 8 日 （特活）アジア日本相互交流センター・ICAN 主催 

「ミンダナオ島の平和を祈るシンポジウム」 
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２．コンサルティング：市民やNGOとの対話を通じ、NGOの組織・運営・活動の向上をはかる活動  

2－1 NGOに関する相談                                

 
● 実施概要：今年度も、5 月～3 月は「外務省

NGO相談員」制度を活用し、中部地域におけ
る NGO・国際協力活動について相談を受け付
けました。年間相談件数は 616件。その内主
な相談者は、NGO：204件、学生：168件、
会社員：33件、企業：39件、行政：23件で
した。また、出張相談についても目標の 10件
を実施しました。大学での講演やNPO・ボラ
ンティアフェスティバル等への相談コーナー

の設置を通じて、より市民の方々に NGO を
理解していただくよう努めました。また、企

業からの依頼による NGO とのマッチングを
行いました（中部電力＆南遊の会）。詳細は

HPに掲載しています。 

 
＜出張相談実績＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 評価と課題：HP から検索して相談を頂く件
数が増えましたが、出張相談はいまだ関係者

の方からの依頼が多いので、申し込み方法を

HPに掲載するなど広報の工夫が必要です。

時期 出張先 形態 実施概要 

5月 愛知淑徳大学  
「国際ボランティア論」 

セミナー 大学 1 年生約 120 人を対象に、ＮＧＯのスタディツアーや海外ボ
ランティアについての紹介を行った。ＮＧＯやボランティアに興
味を持つ学生を増やし、将来国際協力の分野に携わるきっかけ作
りを目的とする。 

6月 愛知学院大学  
「国際ボランティア入門」 

講演 ＮＧＯの概要、ＮＧＯの関わり方（ボランティアとして、スタッ
フとして、経営者として）、名古屋のＮＧＯの活動紹介（名古屋Ｎ
ＧＯセンター含む）などを紹介する講義を行った。 

ACHAN JAPAN  
「海外ボランティア説明会」 

セミナー ベトナムやカンボジアでのボランティア体験を促進している、（特
活）ACHAN JAPAN のボランティア体験説明会。当センターは NGO
全般の役割についての話、海外ボランティアの経験談、また東海
地域の NGO 活動紹介などを行った。 

7月 

次世代 NGO スタッフ育成コミュニテ
ィ・カレッジ説明会 
～NGO スタッフの仕事とは？～  

セミナー 8 月末から実施する自団体の研修プログラム「次世代の NGO を育
成するコミュニティ・カレッジ」において説明会を実施する際、
NGO 全般の就職状況や雇用環境、仕事内容について講義をした。 

ボラみ展 in 愛知淑徳大学 CCC 相談対応サ
ービス 

ボランティアしたい人、ボランティアを必要としている団体のお
見合いイベントである「ボラみ展」でブースを出展し、来場者の
相談に応じた。具体的には、中部地域で活動する NGO の中で、ボ
ランティアを募集している団体の紹介、スタディツアーやワーク
キャンプ、里親など誰でも参加できるプログラム紹介などを行っ
た。 

10 月 

ワールド・コラボ・フェスタ 2008  相談対応サ
ービス 

国際協力や国際貢献を行う団体がブース出展・ステージでの発表
などを行うイベント。当センターは、ブースにて、ＮＧＯ、国際
貢献に関する団体やボランティア活動の紹介をする。 

北海道 NGO ネットワーク協議会合宿 
名古屋に学ぶ 「NGO ネットワーク
とは」 

相談対応サ
ービス、講
演 

北海道 NGO ネットワーク協議会の合宿で、名古屋での事例を紹介
するとともに、北海道地域のNGO の特徴をともに考え、北海道 NGO
ネットワーク NGO 協議会のメンバーがそのビジョンと今後の方向
性を考える手助けをした。 

12 月 

国際協力カレッジ 2008 国際協力
で働く～職員、インターン、ボラン
ティア～ 

相談対応サ
ービス 

 「ボランティア・インターン マッチング展」でブース出展し、
参加者の相談に応じた。具体的には、本日出展している団体以外
の NGO でのインターンやボランティア情報、インターンを経験で
きるパッケージプログラム等について説明を行った。 

1月 ボランティア・市民活動フェスティ
バル 

相談対応サ
ービス 

ボランティアや市民活動に関心のある人を対象に、国際協力や
NGO に関する問合せに応じた。ブースに NGO の支援活動の写真を
展示し、チラシを配置し、相談者の質問にお答えした。 

2月 ACHAN JAPAN  
「海外ボランティア説明会」 

セミナー 7 月と同様説明会の 2 回目。春にボランティアを希望している方
対象。 
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2－2 訪問受入・セミナー等講師                          
 
● 実施概要：今年度、以下の学校・セミナー等

への講師派遣、訪問受入を行いました。 

● 評価と課題：主に大学生の訪問受入・講師派

遣を多く行いました。人づてに聞いてという

問い合わせを多く頂いたため、今後はHPでの

情報発信を充実させ、広く受入できるように

することが課題です。

日付 受入・派遣団体 

8/7 立命館大学生訪問受入 

9/6 愛知淑徳大学生訪問受入 

10/23 犬山中学校学生訪問 

10/30 宮田中学校学生訪問 

10/29 南山大学「国際地域文化プロジェクト研

究」提携機関説明会 

12/16 金沢大学院生訪問受入 

1/30 名古屋大学大学院国際開発研究科学生訪

問 

2/3 南山大学大学院国際地域文化研究科ミニ

シンポジウム 

 

3.情報収集・発信：NGOの持つ情報・経験を収集し、地域やNGOへ積極的に発信する活動          

3－1 ホームページ                                

 

●実施概要：今年度はHPでの月2回更新が定着し、

加盟団体のイベント情報などを定期的に掲載

することができました。 1 年間の合計アクセ

ス件数 11,861 件、月平均 988件でした。 

●評価と課題：加盟団体概要の更新、情報検索の

しやすさ、トップページの配置の工夫など課題

は多く、改善が必要です。定期的に更新ができ

たことは継続するボランティアの功績が大変

大きいですが、更なる人材の確保が必要です。

 

 

3－2 書籍コーナー                                

 

●実施概要：貸し出し冊数 49冊でトータル 66冊
だった昨年より減少しました。 

●評価と課題：書籍の整理・管理がなされておら

ず、蔵書のリストアップ・公開方法、未返却

者への連絡など対応が必要です。また、個人

情報保護の観点から貸し出し方法の改善を行

っています。

 

3－3 フリーペーパー『ぐぅーっとモーニング』NGO コーナー              

 

●実施概要：５月、6 月と NGO コーナーの掲載
をして頂きました。 

●評価と課題：寄稿にご協力いただける団体数が

少なく、毎月掲載のコーディネートに時間が

かかりました。
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3－4 会報『さんぐりあ』発行・発送／会報編集委員会                  
 

● メンバー：市川隆之、大江信彦、大倉亜也加、

神谷歩実、雑賀昭、中山雄史、丹羽輝明、額

公一、古川春南、牧瀬容子、吉川陽子、水谷

洋子 
● 実施概要：偶数月の第2金曜日に計6回発行し

ました。毎号1000もしくは1300部の発行を行

い、約190の関係先団体、約140の個人会員、

また43の加盟団体宛に発送しました。また、

発送には延べ62人のボランティアに作業のご

協力をいただきました。１回の発行に編集会

議は最低４回、年間24回の会議を行いました。

本年度の紙面構成は従来からの企画、“NGOト

ーク 理事が聞く”などに加え、Ｎたまのそ

の後を追ったインタビュー記事“Ｎたまの今”、

加盟団体のホットな話題を掲載した“加盟団

体だより”を連載しました。情報コーナーは

挟み込みとしました。 

● 評価と課題：2ヶ月に1回発行というスケジュ

ールで、特に特集は充分に企画内容を練るこ

とができずに取材等を進めることがありまし

たが、時節に沿った内容となったと考えます。

新企画「加盟団体だより」は、加盟団体の最

新の動向や話題を知ることができる内容とな

り、また「Ｎたまの今」は、センターの人材

育成プログラムの成果を紹介するとともに、

ビギナーがＮＧＯに関わるきっかけとなる内

容となりました。取材、編集作業に追われて、

編集スタッフのスキルアップに時間を取るこ

とができず、今後の課題としたいと考えてい

ます。 

 

 
会報『さんぐりあ』の編集作業は会報編集委員会で行っています。 
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4.調査研究：地域や世界の動きをモニターし、発掘した情報を整理、分析してＮＧＯ活動に役立てる活動 

4－1 企業とNGOのマッチング調査                          

      

● 担当理事：額 公一、小池康弘 
● 実施概要： 

委託内容 時期 

① アンケート調査票の設計  9月中 

② アンケート調査の実施 
（調査対象企業数：735社） 

9月中 

③ アンケート結果の分析  
（集計企業数：234社） 

10月中 

④ 調査結果報告書の作成 2月～3月 

⑤ 企業ヒアリングの企画・実施 
（訪問企業数：11社） 

11月下旬 

～12月上旬 

⑥ NGOの提案に係る連絡調整 
（加盟団体 10～15団体） 

11月 

～3月中旬 

上記（1）～（6）の委託以外 時期 

● 連絡会議への出席・資料提供 
（全3回） 

10月 

～3月中旬 

● 「あいち国際協力セミナー」 
～企業とNGOの「Win-Win」 

関係の協働を目指して～ 
＊講演＋NGOブース出展（別会場） 
① 企画・広報協力 
② 「NGOブース出展」の調整・
資料作成、運営等の協力 

【準備・報告】  

1月～3月中旬 

 

【セミナー】 

3月18日実施 

●評価と課題： 
愛知県国際課より委託を受けて実施しました。 
名古屋 NGOセンターとしては、「企業と NGO
との協働」というテーマに初めて取り組みました。 
まず、「アンケート調査」については、約 31.8％
の回収率があり、前回県が実施した同様の調査

27.3％より、4.5％上回りました。 
「ヒアリング」については愛知県内の「NGO
との協働に関心があると回答した企業」を中心に

11社に対して実施しました。 
（アンケート・ヒアリング等の公開の可否につい

ては委託元の愛知県に委ねられておりますので、

ここでの報告は控えさせて頂きます。） 
「国際協力セミナー」については、一般参加者

44名、NGO参加者 15名があり、NGOブースに
は加盟団体 10団体が出展しました。 
セミナーの講演においては、デンソー、INAX
とともに、加盟団体の「（特活）アジア日本相互

交流センター（ICAN）」が「株式会社 SPP」との
フェアトレードを通じた協働事業について発表

し、その先駆的な取り組みが注目され、新聞にも

掲載されました。 
また、NGO ブースへの参加加盟団体には、

「NGO による企業との協働提案」を作成してい
ただき、その提案リストが参加者に配布され、提

案内容が説明されました。 
残念ながら、セミナーの「講座」には参加者が

多かったものの、「NGOブース」においては、不
況の影響と、会場が別だったことも重なり、客足

が伸び悩みました。 
ご出展頂いた加盟団体の方には、時間をかけて

協働提案を作成し、ブース出展を頂いたのに申し

訳ない気持ちでした。 
 ただ、NGO ブースに参加された加盟団体の方
より、セミナー後に次のメッセージを頂きました。 
「NGO ブースへの参加が少ないと思いましたが、
これは初めての試みで仕方ない事です。この企画

はとても素晴らしい企画だと思います。NGO と
企業との結びつけは今までにない新しい試みで

あると共に是非継続される事を望みます」 
今回はタイミング悪く、不況の影響で多くの企

業にアピールすることはできませんでしたが、

NGO にとって「企業との協働を意識する機会」
が提供できたとは言えるのではないかと思いま

す。また、これらの取り組みは NGOが直接企業
に働きかけたのではなく、愛知県（行政）を通じ

て行ったからこそ実現できたのだと思います。 
なお、運営面においては、アンケート調査や企

業への働きかけという、名古屋 NGOセンター初
の取り組みであり、かつ事業内容が膨大であるこ

とから、かなりの人手と時間がかかり、他の事業

への影響がありました。また委託先ならではの苦
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悩がありましたが、今後、委託事業を受ける際の

学びにもなりました。 
 これをきっかけに、「NGOと企業との協働」に
ついては、加盟団体の方や他セクターの方々とご

相談させて頂きながら、今後の取り組みについて

模索したいと思います。 
＊参考資料：『さんぐりあ』4月号 8ページ 

 
 
 
 
 
 

  

5.政策提言：政治や行政の場に、あらゆる人びとの声が政策決定に活かされるような政策提言を行う活動        

5－1 NGO-JICA協議会                               

 

●実施概要：NGO-JICA・JBIC 合同準備協議会
（9月 25日）、新 NGO- JICA協議会 NGO側発
足会（12月 19日）と小委員会である連携事業検
討会（8月 4日）、開発教育小委員会の打ち合わ
せ（10月 31日）第 1回目 NGO－新 JICA 協議
会（2009年 3月 19日）に参加しました。 
内容は JICAと NGOの連携のあり方、今まで
の小委員会の評価と新たな枠組みなどの議論を

行いました。 
●評価と課題：新 JICA が 10 月にスタートし、NGO

とのプロジェクト委託から開発教育、広報におけ

る連携などが今後の新しい課題です。昨年は NGO

側が JBIC を担当していた協議会と合流し、コー

ディネーターの決め方やそのルール作りなどに

数ヶ月の時間を要したので、協議会そのものとし

て継続的な審議ができませんでした。 

  

5－2 外務省との政策協議                            

 
●実施概要：2008年度振り返り（5月 9日）、ま
た全体会（6月 6日）、連携推進委員会（3月 6日）、
ODA 政策協議会（9月 19日、12月 2日、2009
年 3月 6日）の委員として参加しています。ODA
政策協議会では、援助についての NGOと政府と
の考え方やアプローチの違いを確認する議論や、

今後予定される ODA 中期計画や ODA 大綱の改
定のプロセスを公開し、市民や NGOが参加でき
る枠組み作りを求める議論などを行いました。連

携推進委員会では、NGO 能力強化５ヵ年計画、
NGO 連携無償などの改善について議論を行いま
した。 
●評価と課題：当協議会はＯＤＡの質の向上につ

いて地域のＮＧＯが外務省と直接協議する場と

して一定の役割を果たしています。NGO 支援策
が大規模 NGOを対象とする傾向がある中、中央
から離れた地域の中小の NGOが意見を述べる場
としての役割が期待できます。

  
5－3 ODA評価有識者会議                              

     

● 実施概要：外務省国際協力局長の諮問機関と

して同会議が設置されており、NGO代表として

野田理事が参加しています。政策レベルの評

価（国別評価、重点課題別評価等）をおこな

い、国際協力局長に提言を行う一方、外務省

は提言のフォローアップも行っています。 

●評価と課題：本年度は「太平洋島嶼国国別評価」

を担当、フィジー、ソロモンおよび環礁国(ツ

バル等)を対象として調査を行いました。5月

に開催される第5回太平洋・島サミットにむけ

て、同評価の提言は非常に高く評価され、日

本の対太平洋ODA政策に効果的なインプット

が出来ました。
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5－4 G8サミットに関する取り組み                         

  

● 実施概要：NGOフォーラムのサポートNGOに参

加しました。また、G8に関する学習会を開催

し、G8について市民とともに考える場を作り

ました。（6月14日「G8は地域社会に何をも」 

●評価と課題：グローバルな課題を地域の視点で

とらえる必要性を訴えることができました。

より多くの加盟団体の参加を得ることが課題

です。

 

5－5 不連続学習会の開催                             

 

● 実施概要：名古屋NGOセンターの政策提言分野

における知識を深め、また同時に新しい仲間

を増やしていく目的で3回実施しました。 

 

回数・ 

実施日 
タイトル 参加者 

第1回 

7月15日 

「メコン河流域国で起きて

いる資源開発と開発援助」 

15名 

第2回 

12月14日 

「新JICAについてNGOはど

のような影響を受けるか」 

18名 

第3回 

2月28日 

「だれのためのダム開

発？メコン圏のエネルギ

ー開発と愛知設楽ダム計

画から見えるもの」 

26名 

 

 

●評価と課題：今年度から始めた試みで、関心 

のある層を巻き込むことができました。特に、

第3回目のダム開発の学習会では、地域でダム

開発に反対してきた人たちとのつながりへと

発展しました。

5－6 ODAパブリックフォーラムへの参加                      

 

● 実施概要：5月9日打ち合わせ、実行委員会（6

月6日）、当日（9月30日）に参加しました。 

●評価と課題：地域の団体、市民を巻き込んだ政

策提言の仕組み作りに力を注いでいるため、当フ

ォーラムへの関わりは当日の参加のみにとどめ

ました。

 

5－7 政策提言委員会                               

             

●メンバー： 相原太郎、清家弘久、竹内宏、西

井和裕、野田真里、山崎真由美（五十音順） 
●実施概要：毎月１回、定例会を開催。外務省及

び国際協力機構との定期協議会に関する議論を

はじめ、中期計画策定プロセスとの関連で、政策

提言のあり方についての議論を行いました。 

●評価と課題：政府機関との協議の場に地域の

NGO や市民の声を反映させることを目指してい
ますが、NGO や市民との意見交換や議論の枠組
みについて、検討を十分深めることができません

でした。
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6.開発教育／国際理解教育：地球上の多くの人々が直面する貧困・抑圧・差別などの問題と、

私たち自身の暮らしのあり方との密接な関係について、理解を広げ、行動を起こすための活動 

 

6－1 国際協力カレッジ                                
 

● 実施概要

・ 日時： 12月 14 日（日）10:00～16：30 

・ 会場：JICA中部講堂 

・ ターゲット：「国際協力分野のボランティア、

インターン、職員」に関心のある学生及び若

い世代 

・ 参加者数：延べ 143 人 

＊午前の部、午後の部、出展団体も含む 

 

午前の部  

シンポジウム 「国際協力分野の多様な働き方」 

ゲスト 4 名（NGO、協力隊ＯＧ、JICA職員） 

参加者数   62 人（学生を中心に） 

午後の部  

マッチング展 国際協力分野の 

「ボランティア・インターン マッチング展」 

出展団体 15 団体 27人（NGO、JICA、ＡＩＡ、ＮＩＣ） 

参加者数 54 人 

 

国際協力カレッジは、JICA との共催で、2006
年度よりスタートし、今年度で 3回目の実施とな
りました。国際協力に関心がある中部地域の人々

を対象に、それぞれ関心があるテーマを切り口に

学び、考え、行動するきっかけを提供する場づく

りを行うことが目的です。 
今年度は座学だけにとどまらず、「行動するき

っかけ」を提供することに重点を置き、「午前の

部」の「シンポジウム」に加え、「午後の部」に

「ボランティア・インターン マッチング展」を

開催しました。 
 
●評価と課題：参加者、参加団体ともにアンケー

トを実施しましたが、いずれも高い評価でした。 

「行動するきっかけ」の提供に重点を置きまし

たが、アンケートの結果においては、参加団体の

65％(15 団体中 11 団体)が「実際にボランティア・

インターンを希望する人が見つかった」と回答し

ました。一方、69％(36 人)が「実際にボランティ

ア・インターンとして関わりたいと思う団体が見

つかった」と答えました。 

 実際に、参加した複数の団体から、「おかげさ

まで、カレッジで出会った人たちが、今うちの団

体でボランティアして下さっています。」という

声を頂いています。 

 初の企画ではありましたが、具体的な成果があ

ったといえます。 

 

【参加者アンケートの結果】 

午前の部「シンポジウム」 

とても良かった 68％ 

まあまあよかった 28％ 

ふつう 4％ 

午後の部「マッチング展」 

とても良かった 59％ 

まあまあよかった 35％ 

ふつう 6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q３実際にインターン・ボランティアとして関わり

たいと思う団体が見つかりましたか？

はい
69%36人

参考になっ

たが、具体

的にはまだ

動くつもりは

ない

29%15人

インターン・

ボランティア

として関わ

るつもりは

ない

2%1人

参加者へのアンケート 
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反省点は、定員 60 名に対し、100 名を超える応

募があったため参加を一部断ったにもかかわら

ず、30 名キャンセルがあったことです。 

運営面においては、マッチング展の出展団体 15

団体との調整に時間・労力がかかりました。使え

るコスト（委託費用）がそれほどないため、事務

局の時間は十分かけられませんが、今回はＮたま

（インターン）の活躍もあり、委託費用を超えて

赤字になることはありませんでした。 

同じ主催者である JICA との反省会では、今回

の企画が、国際協力に関わる「きっかけづくり」

として有効な場であることが実証され、またニー

ズがあることもわかり、次年度以降も同様の形式

を続けていきたいと、意見が一致しました。 

今後も、NGO に関心のある人たちが、NGO に関

われるきっかけを提供できる場を創っていきた

いと思います。 

＊参考資料：『さんぐりあ』2月号 8ページ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1「マッチング展」では、実際にボランティ

ア・インターンを希望する人はみつかりま

したか。

話は聞き

に来たが、

実際にす

るかどう

か分から

ない,

6団体,

 35%

はい

11団体,

 65%

マッチング展の出展団体へのアンケート 
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6－2 国際理解教育セミナー ～食（ショック）・ザ・ワールド～                            
 

● 実施概要 

日時：1月 31 日（土）10：00～16：00、会場：名

古屋国際センター、参加者：81 名 

例年同様、愛知県国際交流協会、名古屋国際セ

ンター、JICA 中部、（特活）NIED 国際理解教育セ

ンターとともに実行委員会を構成し、セミナーを

開催した。実行委員には、国際理解・開発教育委

員会からメンバーが参加しました。また、実行委

員会の事務局を担当し、チラシ作成・広報・申込

み受付・会計・報告書作成等を担当しました。 

● 評価と課題 
食という身近なテーマを取り上げたことで、地

域と地球の課題とのつながり、さらには参加者自

身とのつながりに気付きを促すことができまし

た。 
小・中・高校生の参加が全体のおよそ 2割とな
り、子どもの参加が定着してきたと言えます。昨

年より参加者数が増えたが目標の人数100名には
至りませんでした。 

 国際理解教育未体験者を主なターゲットとし、

国際理解教育の裾野を広げることを目的として

開催しましたが、セミナーの参加者を今後どのよ

うに活動へつないでいくか、課題が残りました。 
 

 

6－3 講師・ファシリテーター派遣                            

 
● 実施概要：通年 

京都精華大学（集中講義、開発教育）、鈴鹿国際

大学（前期：国際協力論、NPO論）、愛知高校に
開発教育委員会より講師を派遣しました。愛知学

泉大学（前期：ボランティア論）については、選

択した学生が少なく、授業が開講されませんでし

た。 
●評価と課題：京都精華大学では、講師によるワ

ークショップを複数受けた後、学生が自らワーク

ショップのプログラムを創り上げることができ、

おもしろかった、自分でファシリテーターをやっ

てみたい、などといった学生からの感想を得まし

た。数年間、試行錯誤してきた集中講義授業の流

れを、開発することができました。 
鈴鹿国際大学では、留学生が受講生の大半を占

め、質疑応答が活発に行われました。愛知高校で

は初めての取り組みでしたが、先生との打合せを

重ねて実施することができました。 
愛知学泉大学では、4 年生の選択科目に位置づ
けられましたが、4 年生はほとんど単位を取って
いるため、ボランティア論を選択する学生がほと

んどおらず、事前の大学との調整が不十分でした。

 

6－4 国際理解・開発教育委員会                            

 

●メンバー：野田真里（委員長）、滝栄一（委員

長代行）、桜井温子、田中千賀子、斉藤順子、前

田直人、戸村京子、村山佳江（事務局）、伊沢令

子（アドバイザー） 

●実施概要：当委員会は上記の事業を中心とした

活動を主体に、月例委員会（第 3 火曜日を基本）

で全体の調整を行っています。 08 年度の委員会

は、上記メンバーに 2名のボランティアを加え、8
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月、12 月を除いた計 10 回行われました。 その他

では、NGO サポート事業との連携により、加盟団

体の教材開発に全メンバーがかかわって、委員会

活動に活気を与えたことが大きな特徴となった１

年でした。 

●評価と課題：NGOサポート事業との連携によ

って、対象加盟団体と共に3度のワークショッ

プ実施と9本のプログラムを完成させることが

できました。この事業で、加盟団体と連携する

価値と委員会の役割が再確認でき、大きな自信

になりました。また、これまで市民に分かりや

すい委員会活動を心がけて来ましたが、中期ビ

ジョン作成に携わる中で、NGOセンターの各機

関、加盟・関連団体にとって分かりやすい活動

とすることがその第1歩であることも分かりま

した。 
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7.人材・活動育成：地域の人々のNGO活動を生み出し、育む活動                        

7－1 次世代の NGO を育成するコミュニティ・カレッジ（Nたま）                

 

● 実施概要： 

6期目となった今年は、昨年度アンケートの「内

容を詰めすぎている」という反省点を活かし、フ

ィールドワークの前後に事前研修を入れる、マネ

ジメント合宿でより個人にフォーカスする、など

の変更を加えました。また、5期生が中心となっ

た修了生同士の集まりが2ヶ月に1度程度実施さ

れ、1期～6期の交流会、今後の計画などが話され、

そのフォローアップを行いました。昨年度作成し

たNたま生全体のメーリングリストを使っての情

報交換も活発に行われ、修了式には過去のNたま

生が参加しアドバイスを送るなどの事例があり

ました。 
●評価と課題：仕事や学業を持ちながらBコース
に参加されている方のフォローアップが十分に

できておらず、時間が取れない参加者に対するB
コースの設定を見直す必要があります。また、同

じインターン先の修了生に現役生のフォローを

お願いするなどして、現役生が相談しやすい環境

作りを行う必要を感じています。

 
★研修の概要   ※Aコース（有給スタッフ希望コース）12人、Bコース（無給スタッフ・ボラン
ティア希望コース）5人の研修生が参加しました 

 Ａコース Ｂコース 
実践 

 

【インターンシップ】8 月末～1 月まで、昨年より 1 団体多

い 8団体からの受入協力を得て実施。 

【事務局一日体験】 
全 18回の中から選択制。加盟団
体 13団体からの協力により実施 

理論 
【課題別講座】全 35講座からの選択制。加盟団体など 13 団体の協力により実施 

【マネジメント能力を高める研修】10/18～19＠AHI「問題意識の掘り下げ」「社会の構造」をテ

ーマにワークショップ行い、研修生自身が何に問題意識を持ち、どんな社会を実現したいと思

っているのかという活動の軸を見つけ、それを企画にするまでのプロセスを体験した。 
【国内フィールド】1/11、18 に実施、ささしま共生会の協力のもと、国内にある貧困、格差の

問題と世界の貧困問題をつなげて考えられるよう、事前講義と実際に炊き出しに参加した。 

【国内フィールド】11/9に事前研修（訪問先について知

る、関係性を考える）、11/23～25 に本研修を実施。（特

活）ソムニードと共に、飛騨市上宝村の「まんま農場」

にご協力を頂き、「都会の暮らしと田舎の暮らし」という

課題を探ることを通して、NGO の役割、地域開発におけ

る必要な視点などについて学んだ。 フ ィ

ー ル

ド ワ

ーク 

【海外研修】12/13 には事前研修（エチオピア事情、ど

んなことを学びたいか等の整理）、2/3～12 に実施。日本

国際飢餓対策機構の協力のもと、初めてアフリカ・エチ

オピアでのフィールドワークを実施した。研修生自身が

どんな NGO を作りたいかを考える事を通して、海外での

NGO 活動、スタッフの役割や姿勢等について学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

修 了

式 
3/15、COMBi 本陣にて修了式を行いました。加盟団体 7団体、過去の Nたま修了生なども参加し、

Nたま生の成果発表の後、激励が送られた。 
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7－2 東海地域 NGO 活動助成金                           

● 実施概要 

宗教法人真如苑と名古屋NGOセンターとの協働事

業として実施しました。助成資金は真如苑からの

寄付によるものです。公募の結果、（A）事業実施
助成14件、（B）組織強化助成2件の応募がありま

した。外部有識者等による選考委員会での厳正な

る審査により、（A）事業実施助成5件に対し、合
計98万7千円の助成が決定しました。 

 

東海地域NGO活動助成金 公募要項 （抜粋） 

対象団体 愛知、岐阜、三重、静岡県内に活動拠点があるNGO団体で、申請時において設立後３年以上経

過し、継続的な活動実績がある団体。法人格の有無は問いませんが、民主的で開かれたな組織

運営がなされていること。 

採択予定件数と助成金額 （A）事業実施のための助成4件程度（1件あたり20万円以内） 

（B）組織強化のための助成2件程度（1件あたり10万円以内） 

助成対象事業 名古屋NGOセンターのミッションと行動規範を定めた「ステファニ憲章＊」の精神に合致していれ

ば、特に分野は定めません。教育、保健、医療、福祉などの分野、職業訓練、技術移転、人づく

りを通じた自立支援、災害復興、環境保全、多文化共生、その他の人道的活動や啓発活動な

ど、国の内外を問わず様々な活動が対象となります。 

公募期間 2009年2月3日（火）～2月17日（火） 

選考方法 (1)選考は、外部有識者等で構成される選考委員会により厳正に行われます。 

(2)第一次選考：申請書類に基づいて行い、3月6日（金）までに結果を通知いたします。 

(3)最終選考：一次選考通過団体を対象に、3月21日（土）午後、名古屋NGOセンターにおいて公

開プレゼンテーション形式で行う予定です。 

 

助成先一覧 

団体名 事業名 助成金額 

（特）地域国際活動研究センター 東ティモール国有機農業青年グループへの農機具及び材料支援事

業 

20万円 

アジア保健研修所 アジアの保健開発ワーカーの広島訪問と市民との交流セミナー 20万円 

（特）タランガ・フレンドシップ・グループ 基礎農業研修事業 18万7千円 

（特）ACHAN JAPAN ホーチミン市３区社会傷病兵局タオダン社会保護団体のスタッフ・エデ

ュケーター、教師に対する専門技術習得・レベルアップの為のセミナー

開催支援及び外部団体主催のセミナー参加支援 

20万円 

（特）アジア日本相互交流センター 「東海フェアトレードフォーラム’09」の開催 20万円 

 

● 評価と課題： 

広報の期間が短く周知を徹底することができ

ませんでしたが、加盟団体を中心に16団体からの

申込みを頂くことができました。どの団体も大変

素晴らしい活動をしていて甲乙つけがたく、選考委

員の方も苦労されたのではないかと思います。（B）

組織強化助成への申請が少なく、助成先はすべて（A）

事業実施助成の案件となりました。組織強化とは何

を指すのか明確にすることと、助成金額10万円につ

いても見直す必要があります。 
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7－3 外務省・JICA による「NGO 能力強化支援制度説明会」への協力         

●実施概要：日時：2月10日（火）18：00～20：

50、会場：COMBi本陣N106、参加者18名 

参加者が自団体に必要なNGO支援制度・研修を

見つけ、その活用を具体的に検討できる情報を入

手できることを目的に、開催しました。外務省、

JICA地球ひろば、（特）国際協力NGOセンターの主

催事業で、名古屋NGOセンターは、企画運営、広

報等を行いました。 

JICA 地球ひろばと外務省による制度説明の後、

制度利用団体による事例発表を行いました。 

● 評価と課題 

地域のNGOは外務省やJICAのNGO支援制度につ

いて、情報を得る機会が少ないので、このような

説明会を実施することはとても有効である。説明

会が終了してしばらく後に、あるNGOスタッフに

「説明会で長期スタディ・プログラムのことを知

った。ぜひ応募したいと思っている」と伺うこと

ができ、説明会の効果を目の当たりにすることが

できました。今後も、このような機会があれば、

ぜひ、開催の協力を行いたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7－4 スタディツアー勉強会 in 名古屋                          

 

●実施概要：（特活）国際協力NGOセンター、立

正佼成会一食平和基金が主催する危機管理研修

の一環として、名古屋NGOセンターは企画・広報・

当日運営等に協力しました。12月20日（土）10：

00～16：30、COMBi本陣会議室にて開催され、参

加者18人（うち加盟団体13団体、Nたま生5人）で

した。愛知国際病院 宮崎医師による「感染症対 

策」、（株）風の旅行社 原氏による「旅行業法と

スタディツアー」の講義の後、（特活）地球の友

と歩む会 米山氏によるワークショップを行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●評価と課題： 

毎年スタディツアーを実施されているほとん

どの団体にご参加頂き、講義、事例交換などを通

じて、ツアーにおける主催者責任、リスクマネジ

メントの重要性などを学ぶことができました。 

今後はより取り入れやすい具体例を学べるよ

うな勉強会を継続して実施していくことが課題

です。
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7－5 JICA「組織力アップ！NGO 人材育成研修」への協力                  

●実施概要：

昨年に引き続き、JICA地球ひろば主催の「組織力

アップ！NGO人材育成研修」への協力を行いまし

た。竹内ゆみ子理事が検討委員として参加し、研

修へのアドバイス、講師を努めました。研修は、

プロジェクトマネージメントコースと組織マネ

ージメントコースの2つで構成されています。名

古屋NGOセンター加盟団体から2団体の参加があ

りました。

 

7－6 インターン・ボランティア育成                        

 

●実施概要：名古屋大学キャリア支援センターよ

り名古屋大学3年生を1名受入（期間：8月20日～9

月25日）Nたま研修生2名受入（9月上旬～3月下旬）

名古屋大学の短期間での受入は研修プログラム

の構成が難しかったものの、中期計画作成集会や

ワールド・コラボ・フェスタの準備のためのワー

クショップに参加してもらうことができました。

Nたまの受入については、長期間ということから、

1名は国際協力カレッジ、1名は国際理解教育セミ

ナーと、それぞれ担当してもらう事業を明確にし、

事業への関わりの中からNGOの実務を経験しても

らうこととしました。 

●評価と課題：インターン終了後も、ボランティ

アとして、名古屋NGOセンターの活動へ参加し

てくれる人がいることから、人材の確保という

面でも成果をあげることができました。

8．その他の活動                                             

8－1 「ステファニ・レナト賞」事務局                       

 

●実施概要：第5回目となる今年は、選考基準の

変更（応募要件に、「団体の場合、年間予算規模

5000万円以下」、「個人の場合、東海地域とのつ

ながりがある方」を追加）を行い、より地域のNGO

が応募しやすいようになりました。その結果13件

の応募の中から（特活）外国人医療センターが受

賞し、10/25（土）に表彰式が行われました。 

●評価と課題：実行委員所属団体にご協力を頂き、

広報の強化を行い、15件のご寄付を頂きました。

来年も引き続き、賞の存在をより知って頂けるよ

う広報に努めたいと思います。 

※名古屋NGOセンターは「ステファニ・レナト賞実行委員

会」より事務局を受託しています。

8－2 寄付金募集（20 周年募金キャンペーン）                            

 

● 実施概要：事業計画で明記していた「会員募

集を行う上での指針と規程」については、策

定することができませんでした。 

寄付金については、大口の寄付としては昨

年に引き続き、宗教法人真如苑様より150万円

のご寄付を頂くことができました。 

また、2008年が名古屋NGOセンター創設20年

にあたり、「20周年記念募金キャンペーン」を

実施しました。一般市民には一口500円、企

業・団体等には一口10,000円で募金を呼びか

けました。これまでお世話になった企業や団

体を訪問し、お礼を申し上げるとともに、募

金への協力依頼を行い、56万円程が集まりま

した。頂いた募金は、名古屋NGOセンターの活

動を通して、地域のNGO支援に使われます。 

さらに、広く寄付を募り、安定した財政基

盤とするために、認定NPO法人を取得し、行

政・民間企業からの大型の資金収集を実施す

る計画でしたが、実施することができません

でした。
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8－3 会員募集                                  

 

● 実施概要：通年 

● ボランティア：藤縄牧子 

● 評価と課題：会員への継続のお願いに力を入

れました。特に維持会員へは事務局からのメ

ッセージを加えて引き続きご支援をいただ

けるよう取り組みました。領収書発行などの

日常的な業務は、長年関わってくださってい

るボランティアの藤縄さんにご協力を頂い

ています。

 

8－4 総会・理事会・常任理事会                                                                

 
● 実施概要：通年 
定期総会を 5月 24 日に開催しました。また、理
事会を隔月で 6 回、常任理事会を 11 回開始しま
した。また、毎月の報告を簡潔に分かりやすくす

るため月ごとの「個別事業報告」を作成し、理事

会と常任理事会で共有しました。 
● 評価と課題：常任理事会での決裁事項が多く、

審議に時間がなくなってしまうことが課題です。

また、理事会ではより理念や活動全体について話

し合うことができるような環境作りが課題です。

 

8－5 総務・労務・会計・税務                                 

 

● 実施概要：通年 

● 評価と課題：例年通り、総務、労務、会計、

税務の事務処理を進めました。 
● ボランティア：近田千波（会計）、 

石川博仁（ＰＣ） 
● 助言：中島 正（社会保険労務士・監事） 

倉地茂雄（税理士・監事） 
総務の面では、書類などの整理をし、個人情報

の管理を心がけました。また、パソコンのメンテ

ナンスは、ボランティアの石川博仁さんにご協力

を頂いています。 

また労務の面では、2009 年度の職員の勤務体制

の変更に向けて、監事・社会保険労務士の中島正

さんの助言を受けて一部規約の変更をしました。    

会計については、日常的な帳簿処理は、長年関

わって下さっている会計ボランティアの近田千

波さんの力をお借りして実施しています。 

 税務については、今年度初めて消費税が発生し

たため、監事・税理士の倉地茂雄さんのご指導を

仰ぎました。 
 
特別事業  中期計画の策定                                   

 
●メンバー：相原太郎（なごや自由学校）、市川

隆之（会報編集委員）、伊藤幸慶（ニカラグア

の会）、神野英樹（チェルノブイリ救援・中部）、

滝栄一（NIED国際理解教育センター）、龍田
成人（ICAN）、丹羽 輝明 (会報編集委員) 、
山崎眞由美（AHI）、門田一美（事務局）   

●実施概要：メンバーが中心となって、2008年6

月より22回の委員会、2回の意見交換会を開催
し、意見を深めました。また、8月30日、31
日には「これからのNGOを考える集い」を行
い43名の方にご参加いただき、今後のNGO活
動について話し合いました。 

●評価と課題：詳細は別紙中期計画書をご覧下さ

い。
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（２）２００８年度会計報告案／監査報告             
2008年度（特活）名古屋NGOセンター収支計算書（案）（2008年4月1日～2009年3月31日） 
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事業報告 

 

上記のとおり報告いたします。 

 

２００９年３月３１日 

 

理事長       西井 和裕  ㊞ 

 

事務局長        小池 康弘  ㊞ 

 

 

 

 

監査報告 

 

 

２００８年度（２００８年４月１日から２００９年３月３１日まで）特定非営利活動法人

名古屋ＮＧＯセンター計算書類を監査した結果、適正であることを認めます。 

 

監事        倉地 茂雄  ㊞ 

 

監事         中島 正   ㊞ 

 

以 上 
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（３）２００９年度事業計画                    

◆重点目標・方針 
長期目標である「人がつながり動き出す

ネットワークを目指して」が実現するよう、

中期計画の重点項目１～５に沿って、以下

の具体的活動を実施します。 

 
重点項目１「NGO の活動を支え、団体の自己
解決能力やネットワーク作りを推進する活動」 

今年度から新たに『地域 NGOの「広報力」
を高める研修』を実施します。これは、プロの

アドバイスを受けてパンフレット作りをするこ

とで、NGO 資金調達能力の向上に寄与するよ
う計画しました。また、「アカウンタビリティ

セミナー」への協力や、昨年度に引き続き「東

海地域 NGO活動助成金」「NGOスタッフにな
りたい人のためのコミュニティ・カレッジ」の

実施を通して、NGO の信頼性の向上、広報力
強化、人財や資金不足の解消を目ざします。ま

た、2006年度から実施している「NGOサポー
ト事業」で、個別の団体が抱える課題を「共に」

解決しながら、団体自身で課題を克服できるよ

うサポートします。そして、今年度は報告書で

成果を分かりやすく伝えることで N サポ支援
者を増やします。また、昨年度よりスタートし

ている「横のつながりを作る勉強会」の呼びか

けを引き続き行い、加盟団体が交流し相互学習

ができる環境に貢献していきます。こうした活

動を通じて人が繋がっていくネットワークを作

っていきます。 
 
重点項目２「NGOの活動を支える人財を育成、
育成された人財の NGOへの参加を促進する活
動」 
今年で 7 期目となる「NGO スタッフになり
たい人のためのコミュニティ・カレッジ」のプ

ログラム内容について、ワールドコラボフェス

タなど他事業や委員会との連携を図りながら充

実させていきます。そして、（特活）アルシュ

（自立を支援する会）人財育成セミナーに協力

し、現役 NGO スタッフが途上国支援に役立つ
スキルを学ぶ機会を作ります。また、インター

ンシップの積極的な受入をし、将来 NGO での
活動を目指す方や学生などを対象に目的に応じ

て学べる環境を作ります。また、政策提言不連

続学習会などの講座を通じて、課題に関心のあ

る人が委員会メンバーとなり活動できる仕掛け

をしていきます。 
 
重点項目３「広報や開発教育を通じて、市民や

企業、その他セクターのNGOへの理解を進め、

NGO 活動への支持・参加・協力を促進する活
動」 
会報誌『さんぐりあ』と WEB、メールニュ
ースの効果的な連携を図るために、発行回数の

変更や、ターゲットの精査、ユーザー増加のた

めの広報などを行います。それらを広報担当者

連絡会で効果的に調整できるようにします。

NGO 相談員出張サービスを利用して、大学の
授業や各種イベントに出向いて NGO への理解
を積極的に広めていきます。また、ワールドコ

ラボフェスタでは、体験型の企画をボランティ

アの参加を得ながら実施し、市民が参加できる

機会を作ります。 
 
重点項目４「活動する市民／団体（NGO／
NPO）の意見を反映し、目指すべき社会を見据
えた提言活動」 
政策提言不連続学習会を実施し、重要課題と

なっているテーマについて関心のある市民が学

習、意見交換する場を設け、それを政府機関と

の協議会や評価に反映させていきます。また、

適宜取り上げるべき社会の課題について会報誌

等で特集を組むなどして、NGO の声を発信し
ていきます。そして、2010 年に開催される
COP10 について関連する団体と協議し地域課
題へ提言を行います。 
 
重点項目 5「NGO活動とネットワーク活動を支
える資金を安定して調達できるようにする活

動」 
宗教法人真如苑からご寄付を頂き昨年度新し

く立ち上げた「東海地域 NGO活動助成金」を
引き続き実施し、特に地域の NGO がプロジェ
クトや自団体の組織強化のために使いやすい助

成制度の仕組みを定着させるよう取り組みます。

また、昨年度より徐々に増加してきている企業

からの寄付先コンサルティング依頼について、

成功事例をHPでアピールし、多くの企業など
にお問い合わせいただけるよう積極的に広報し

ます。 
最後に、これらの活動がよりよく機能するた

めに、組織面では常任理事会に各委員会メンバ

ーが参加し、また各委員会にて月次事業報告を

行うことで、委員がセンター全体の活動を把握

しながら活動でき、委員会どうしの連携がスム

ーズに進むように働きかけます。また、全体統

括と常務の決裁を行う常任理事会の機能を強化

します。同時に、事務局長代理を置き、事務局

運営とその情報共有がしっかりと行われるよう

にします。
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１．ネットワーキング  

NGO間、あるいは、NGOと人びと、行政などの他セクターをつなぐネットワークを作る活動   

 

1－1 NGO サポート事業（通称 Nサポ）                             

 
●実施時期：通年

●計画概要：サポート内容によっては 2008 年
度のように公募申込みの時期（7,9 月）に合わ
せることが難しいという声を頂いたことから、

2009 年度は毎月月末を応募〆切りとし、翌月に

常任理事会で選考します。年間で 8つの案件に

取り組みます。 

対象団体は名古屋 NGO センターの加盟団体

だけでなく地域の NGO とし、広く案件を募集

します。サポートは無料ですが、事業を遂行す

る上で必要な経費（会場代、印刷代など）は、

申込み団体にご負担いただいて実施します。 

これまで組織運営、IT・web、教材開発など、

各分野において専門家やボランティアの力を借

りてサポートしてきましたが、さらなる人材の

確保が必要です。そこで、N たまや委員会活動

など他の事業と連携を図りながら、人材の確保

を行います。 

また、昨年度実施した案件の報告書を作成し、

Nサポの成果をわかりやすく伝え、支援者を増や

していきます。 

なお、モリコロ基金の助成対象事業となりま

した。 

 

1－2 NGO スタディツアー合同説明会                         

 

● 実施期間：6月13日（土）14時～17時 
● 計画概要：笹島に新設されたJICA中部を会場
として開催します。この地域のNGOが企画する

海外（主に開発途上国）へのスタディツアー

に参加を呼びかけ、国際協力やボランティア

のはじめの一歩を踏み出すきっかけづくりを

行います。前半は2009年春にツアーに参加し

た方の報告の時間を設け、後半は加盟NGOの
うち8団体がブースを出展し、説明を行います。
また、ツアーには参加できないけれど、NGO
について詳しく知りたいという方の質問を受

け付ける相談コーナーを設置します。 
 

 

1－3 （特活）アルシュ（自立を支援する会）人材育成セミナーへの協力                                 
 

●実施期間：6月～7月（全3回） 

●計画概要：「人材育成セミナー09 気軽にはじ

める途上国支援セミナー～いのちと土を考える

～」主催：（特活）アルシュ（自立を支援する会）

に協力します。NGOスタッフやスタッフを目指す

人を対象に、途上国支援に役立つスキルを身につ

けていただくため、講座と実地研修を行います。 

 

1－4 「横のつながりを作る勉強会」の呼びかけ、参加                 
              
● 実施期間：5月、7月、9月、11月、1月、3月 

● 計画概要：2008年9月よりスタートし、隔月
開催で4回実施しました。 

2009年度も引き続き、隔月で開催される予

定です。（第5回目は、5月26日（火）14：00～
16：30開催予定。内容は、「なぜＮＧＯを創設し、
どう終了したか～ＡＳＫ片岡さんに聞く」を予

定）
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1－5 ネットワークNGO調整会議参加                               
 
● 実施期間：年2回 
● 計画概要：外務省NGO相談員の会合などを利
用し、地域ネットワークNGO調整会議を開催す

る予定です。調整会議には、事務局職員が参

加します。ネットワークNGOの組織運営や財政

基盤の確保など、全国のネットワークNGOと意

見交換をしながら、共通の課題を解決してい

くための糸口を見出していきます。

1－6 COMBi本陣運営委員会参加                           

 

●実施概要：奇数月、第4水曜開催 

●計画概要：COMBi本陣（地域密着型ビジネス支

援施設・事務所入居施設）の運営委員会に参加し

ます。施設運営における課題や入居団体との交流、

地域住民へのアピール（文化祭）の計画などを行

います。

1－7 インターナショナル・チャリティ・フェスティバル（ウォーカソン）への出展   
 
●実施期間：5月 24日（日） 

●計画概要：18 回目の開催となる名古屋ウォー

カソンに昨年と同じくブース出展する予定です。

ウォーカソンはチャリティウォークイベントで

多くの外資系企業、企業関係者の家族、市民な

どが参加します。企業や市民に向けて地域の

NGO の活動をアピールします。今年から鶴舞公

園で開催されます。

 

1－8 実行委員会、会議への派遣                          

 

● 今年度派遣する予定の実行委員会、会議等は以下の通りです。 
実施期間 会議名 担当者 
通年 なごや環境大学 西井理事長 
通年 （特活）レスキューストックヤード評議委員 村山事務局長代理 
通年 JICA 組織力アップ！NGO人材育成研修 竹内理事 
通年 （特活）市民フォーラム 21・NPOセンター評議委員 坂井事務局長代理 
4月－9月 愛フェス NPO部会 小池事務局長 
 

1-9「ステファニ・レナト賞」事務局                         

 

●実施期間：通年 

●計画概要：今年で第6回目となるステファニ・

レナト賞ですが、HPや助成財団センター、関係団

体への広報の強化を行い、よりたくさんの団体か

らご応募いただくよう工夫します。 
 

 

1-10「NGO の集い」の実施                              

 

●実施期間：未定（夏ごろ開催） 

● 計画概要：NGO間の交流促進、情報交換、学習のため、地域のNGOが集い、話し合いを深める集会を
実施します。 
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２．コンサルティング：市民やNGOとの対話を通じ、NGOの組織・運営・活動の向上をはかる活動  

2－1 NGOに関する相談                                

 
● 実施期間：通年（5月～3月は「外務省NGO相談

員」制度を活用） 

● 計画概要：今年も、「外務省NGO相談員」制度

を活用し、中部地域におけるNGO・国際協力活

動について相談を受け付ける予定です。今年

も月平均50件の相談件数を目指し、ホームペ

ージなどでの広報をより積極的に行います。

また、2008年度に10件実施した「出張相談サ

ービス」制度をより積極的に活用し、一般市

民からの相談件数を増加させたいと考えてい

ます。

 

2－2 訪問受入・セミナー等講師                          

 

● 実施期間：HP等での広報を行い、学生の訪問受け入れ、講師派遣などを積極的に実施します。 
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3.情報収集・発信：NGOの持つ情報・経験を収集し、地域やNGOへ積極的に発信する活動          

3－1 ホームページ                                

 

● 実施期間：通年 

● 実施概要：昨年度の合計アクセス件数 11,861

件、月平均 988 件でしたが、今年度は月平均

1300 件をめざし、アクセス数の増加に努めま

す。そのために、より頻度の高い更新をし、

実施した事業の報告を掲載していくなど NGO

に興味を持ちはじめた人や寄付等の支援をし

たい人が気軽に NGO に参加できるようにする

ことをコンセプトにホームページの充実を図

ります。 

 

3－2 WEB 募金システムの構築（予定：助成決定後に確定します）           

                 

● 実施期間：7月～3月 

● 計画概要：現在「マイクロソフト NPO 協働助

成」に申請中です。助成対象となった場合は、

WEB で手軽に寄付できるシステム作りを行い

ます。WEB 上で NGO の活動を分かりやすくア

ピールし、クリックすることによって、寄付

申し込みができるシステムを作り、地域の NGO

におけるファンドレイジングシステムを構築

します。

3－3  書籍コーナー                               

 

● 実施期間：通年 

● 計画概要：事務所に来て頂いた方に、書籍コ

ーナーの書籍をご活用いただきけるように、

貸し出し帳を使いやすく改善し、スムーズな

貸出しが行える環境を整備します。

3－4 『名古屋 NGOセンターNEWS』のメール配信                

●実施期間：通年 

●計画概要：会報誌を季刊発行とするのに伴い、

『情報コーナー』を『名古屋 NGO センター

NEWS』としてメール配信に切り替えます。加盟
団体のボランティア募集やイベント等のお知ら

せは、情報が届き次第すぐにメール配信します。

今年度は、イベント等で『名古屋 NGO センター

NEWS』を積極的に広報し、登録者数の増加に努め

ます。 

 

3－5 会報『さんぐりあ』発行・発送／会報編集委員会               

 
●メンバー：市川隆之、大倉亜也加、鎌倉志保、

神谷歩実、雑賀昭、中山雄史、丹羽輝明、額公

一、久由紀枝、古川春南、吉川陽子、水谷洋子 

● 目標：名古屋 NGO センターの活動への理解を

広げる。 

● 活動予定概要：2009 年度に入り、2 ヶ月に 1

回の発行から、年 4 回の発行となります。ホ

ームページの充実に伴い、情報提供について

はホームページや名古屋 NGOセンターNEWSに

移行し、情報コーナーのページはなくなりま

す。 

 

す。従来の 12 ページから 16 ページに増やし、作

業期間にも余裕を持たせることで、内容の充実に

努めていきたいと考えています。名古屋ＮＧＯセ

ンターの活動そのものが見えにくいというご意

見を受け、委員会のページやセンター事業の目的

や実施の様子を紹介するコーナーなどを設ける

予定です。また対談や座談会などの公開や、手に
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取りやすく読みやすいレイアウトなどを通して、

センター内外の人々がよりつながることのでき

る会報を目指します。 

● その他：中期計画実施にともない、より効果

的な広報ツールとして、対象、内容、レイア

ウトなどを検討していきます。 
 

 
会報『さんぐりあ』の編集作業は会報編集委員会で行っています。 

 
 

4.調査研究：地域や世界の動きをモニターし、発掘した情報を整理、分析してＮＧＯ活動に役立てる活動 

4－1 重点課題にかんする情報の分析および共有                   

 

●実施期間：随時 

●計画概要：名古屋NGOセンターが取り組むべき

重点課題（政策提言、国際理解・開発教育、NGO

サポート等）に関する、トレンドや政策に関する 

 

情報の収集・蓄積および分析を行う。これを通じ

て、センターおよび加盟団体の活動の方針・実施

に資するよう、成果を共有するとともに、その担

い手を育てる。

 

 

4－2 「アカウンタビリティセミナー」への協力（予定：受託決定後に確定します）   

                            

●実施期間：6月中旬～3月
●計画概要：外務省主催、（特活）国際協力NGOセ

ンターが受託する予定の「アカウンタビリティセ

ミナー」への協力をします。NGOのアカウンタビ

リティ向上に向けた委員会への参加、様々なNGO

が幅広く活用できるよう地域でのアカウンタビ

リティマニュアルセミナーの開催協力等を行い

ます。 
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5.政策提言：政治や行政の場に、あらゆる人びとの声が政策決定に活かされるような提言を行う活動          

5－1 NGO-JICA協議会                               

●実施期間：4回（年） 

● 計画概要：新JICAとの協議会が本格化し、新

たな連携の構築（プロジェクトのみならず、人の

交流も含めて）、新たな分科会を設置し、より議

論を深化させ、開かれた協議会をめざします。ま

た、JICAの寄付金事業にも目を光らせていく必要

があります。

 

5-2 外務省との政策協議                              

 

● 実施期間：７回（年）

● 計画概要：外務省定期協議会／ODA政策協議
会のコーディネーター、連携推進委員会の委

員として協議会の運営に関わると同時に、全

体会の運営にも関わります。ODA政策協議会
では、外務省との協議が参加者に開かれたか

たちで実施できるよう、議題調整のあり方を

検討します。連携推進委員会では、外務省の

NGO支援策のあり方、改善点について議論を
行います。また、ODA評価有識者会議への参
加により、評価を通じた ODA 政策への提言
を行っていきます。

5-3 不連続学習会                                 

 

●実施期間：随時 

●計画概要：適宜、重要課題となっているテーマ

を設けて学習会を開催し、地域の市民、NGOと 

 

 

もに政策提言のあり方を考えるための場としま

す。今年度は政府機関との協議会や評価の報告、

COP10、援助効果についての学習会等を計画して

います。 

 

5-4 政策提言委員会                                

 

●目標：政府機関との協議会に参加し、国際協力

のよりよいあり方について、市民、NGO の立場か

ら政策提言を行います。地域の課題に対して政策

提言を行います。  

●活動予定概要：政策提言に関する専門委員会と

して、主に政府機関との協議会や評価への参加、

不連続学習会の開催、JANIC が行う「援助効果に

関する調査・提言活動」への協力を行います。ま

た、適宜 2010 年開催の COP10 への関わりや、地

域課題への政策提言を行います。

 

 

 

 

 

 



 

 
35 

6．開発教育／国際理解教育：地球上の多くの人々が直面する貧困・抑圧・差別などの問題と、

私たち自身の暮らしのあり方との密接な関係について、理解を広げ、行動を起こすための活動 

6-1 ワールドコラボフェスタ                            
 
● 実施期間：毎月1～2回（実行委員会・企画会

議への参加）、10月24日、25日（フェスタ当日） 

● 計画概要： 昨年同様、名古屋国際センター、

愛知県国際交流協会、JICA中部、なごや国際

交流団体協議会（NIA）とともに実行委員会の

一員として参加し、清家理事が実行委員とな

り意思決定に参画します。 

名古屋NGOセンターの担当する企画は、もち

の木ひろば「コラボ・ワクワク体験村」、オ

アシス21銀河の広場のワールドステージ「市

民がすすめる国際協力」、セミナースペース

「NGOプチ入門講座」、オアシスコラボひろば

「名古屋NGOセンターブース」、コラボリレー

プロジェクトの5つです。 

コラボ・ワクワク体験村は、ボランティア

を募集し、出展NGOの協力を得ながら、企画を

創り上げます。昨年度実施した内容をベース

に、テーマを「南北問題と地球環境の破壊」

として、来場者が楽しく学べるものとします。 

なお、コラボ･ワクワク体験村は、地球環境

基金の助成事業として実施します。 

 

 

6-2 国際協力カレッジ                               

  

●実施期間：12 月 12 日（土）予定 

●場所：新 JICA中部（笹島） 
●実施概要：JICA 中部との共催で、今年で 4 回

目となります。新しい JICA中部の施設にて、前
回と同様の「ボランティア・インターン マッチ

ング展」を実施する予定です。

 

6-3 国際理解教育セミナー                             

 

● 実施期間：実行委員会（通年）セミナー当日

（1月 23 日（土）） 

● 実施概要：例年同様、（特活）NIED 国際理解

教育センター、名古屋国際センター、愛知県

国際交流協会、JICA 中部、と実行委員会を構

成し、セミナーを開催します。国際理解教育

の裾野を広げることを目的に、初心者を対象

としたワークショップを実施します。 

 

6-4 講師・ファシリテーター派遣                              
 
● 実施期間：通年 

● 計画概要：京都精華大学（集中講義）、鈴鹿

国際大学（前期：国際協力論、NPO 論）、愛

知高校、名城高校などに開発教育委員会およ

び加盟NGOより講師を派遣します。

 

6-5 NGO入門講座                                 

 

● 実施期間：年 2回 

● 計画概要：Nたま説明会やワールドコラボフ
ェスタなどのイベントと連携し、NGOに関心のあ

る市民向けにNGOの理解を深める講座を行いま
す。 
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6-6 国際理解・開発教育委員会                            

 

●目標：NGOサポート事業の一環として、昨年度

の取り組みによって教材開発の効果が確認でき

たので、引き続いて取り組むこととし、さらに教

材開発のニーズ発掘にも動いてみます。また、委

員会のミッションやこれまでの歩み、成果などを

紹介したリーフレットを作成し、イベントや講師

派遣の折には委員会活動がより多くの人々に理

解され、活用されるよう働きかけます。 

● 活動予定概要：08 年度に引き続き、月例委員

会を基本に全体の調整を図ります。また、通常は

平日の夜に行われている委員会の曜日や時間帯を

変えて、事業の課題についてゆったり話し合える

ような工夫をしたり、新たに関心を持った人が参

加しやすいようなミニ・ワークを実施したりして、

親しみやすく分かりやすい委員会運営に心がけて

いきます。 
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7.人材・活動育成：地域の人々のNGO活動を生み出し、育む活動                        

 

7-1 次世代の NGO を育成するコミュニティ・カレッジ（通称 Nたま）                

 

● 実施期間：5月－3月 

● 計画概要：カレッジの研修内容については開

発教育委員会や政策提言委員会と連携し、名古屋

NGOセンターについてNたま生が理解し、参加する

機会を作ったり、ワールドコラボフェスタ等他事

業とも連携したりすることで、仕事を持っていて

も参加できるBコース（無給スタッフ・ボランテ

ィア希望コース）の内容を充実させ、より多様な

層へのアプローチをしていきます。 

また、昨年度立ち上がった修了生同士の集まり

（「うらNたま（仮称）」）をサポートすること

によって、Nたま修了後もNGOに関わることができ

る場作り、スタッフやボランティアとなった修了

生がスキルアップできる機会を作ります。 
 

7-2 インターン・ボランティア育成                         
 

● 実施時期：通年 

計画概要：NGO の活動を学びたい意志を持つ希望

者をインターン生として受け入れます。インター

ン生との面談を頻繁に行い、研修中にしっかりと

目的に応じて学ぶことができる環境作りを行い

ます。大学等からの短期の依頼についても、積極

的に受け入れます。 

 

7-3 地域 NGOの「広報力」を高める研修～プロのアドバイスを受けてパンフレットをつくる研修 
 

● 時期：2009年6月25日～12月17日 全7回 
● 場所：新JICA中部 
● 参加費：無料                 

● 定員：10団体  
● 計画概要：この研修は、加盟団体の方から頂

いたご意見を参考にして作られた研修です。 

「団体紹介用のパンフレット」は、活動を広め

るために最も必要なツールの一つです。しかし、

多忙でかつ資金不足の中で、後回しになってしま

いがちな状況が多くの団体にみられます。少しで

もその解決につなげたいという思いで発案し、

JICA 中部との共催で実現しました。 

原則として、パンフレット作成にかかる費用は

全額補助されます。さらに開催日は、NGO は土日

にイベントが多いため、平日夜の開催を軸にし、

スタディツアーの多い 8 月中下旬を避けました。 

また、成果物付の NGO広報研修としては全国で

初めてなので、他地域のモデルケースでもありま

す。 

＊別紙パンフレット参照

 
7-4 東海地域 NGO活動助成金                          
 

● 実施時期：秋 

● 計画概要：名古屋ＮＧＯセンターと宗教法人

真如苑（総本部：東京都立川市）の協働事業とし

て実施します。助成資金については真如苑からの

ご寄付を頂いて行います。2008年度は、（Ａ）事

業実施助成（20万円）と（B）組織強化助成（10

万円）の枠を設けましたが、（B）枠の申込みが2

件と少なかったことから、申請枠と助成金額につ

いて再検討します。また、公募時期をもう少し早

めてほしいという声が多かったことから、秋ごろ

に募集を行います。 
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7-5 JICA「組織力アップ！NGO 人材育成研修」への協力                

 

● 実施時期：5月～3月

● 計画概要：昨年に引き続き、JICA地球ひろば

主催の表題研修への協力を行います。竹内理

事が検討委員として参加し、研修へのアドバ

イス、講師を努めます。また、事務局は広報

協力を行います。

8．その他の活動                

8-1 会員募集／寄付金募集                             

 

● 実施日時：通年 

● ボランティア：藤縄牧子（会員） 
● 計画概要：昨年度は20周年記念募金として多

くの方のご支援を頂きました。今年度も昨年ご支

援を頂いた企業等へ引き続きご支援をいただけ

るよう訪問などを通して働きかけをしていきま

す。また、維持会員（個人）の方々には、継続し

てご支援いただけるよう会報を通してわかりや

すく事業内容を伝えられるよう努力します。

 

8-2 後援・協力等                                 

 

● 実施日時：通年 

● 計画概要：加盟団体事業の後援、協力を積極的に行っていく予定です。 

8-3 総会・理事会・常任理事会                           

                                            

● 実施日時：通年 

● 計画概要：定期総会を5月24日に開催する他、
11月前後に中期ビジョンを確定するための臨
時総会を開催する予定です。昨年同様、常任

理事会を10回程度開催します。理事会は、理
事との情報共有を強化するために、その回数

を増やし、8回開催する予定です。

 

8-4 総務・労務・会計・税務                                 

 

● 実施日時：通年 

● ボランティア：近田千波（会計） 
        石川博仁（ＰＣ） 
●助言：中島正（社会保険労務士） 
     倉地茂雄（税理士・監事） 
● 計画概要：前年より引き続き、ボランティア

の方々や専門家のお力を借りて、実施してき

たいと思います。 
労務面では、今年度より、3 人の正職員の
うち、2 人が週 5 体制、1 人が週４体制とな
り、実質 2.8人体制となります。 
全体的な仕事量を調整し、仕事にメリハリ

をつけ、振替休日や年休消化などを徹底し、

残業過多を防ぐよう心がけます。 

 




